
加
と
低
年
柁
に
伴
い
、
特
に
若
い

世
代
で
急
性
内
僻
を
起
こ
す
人
が

増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
時
に
「
ス
マ
ホ
内
競
」
と
も
呼

ぱ
れ
ま
す
。

急
性
内
斜
視
と
は
突
然
、
片
方

の
眼
球
が
内
側
に
寄
っ
て
一
戻
ら
な
く

な
る
状
態
で
す
。
物
が
二
重
に
見
え

こ
ロ
ナ
人

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
顔
か
ら
即
牛
以

内
に
近
づ
け
て
長
時
間
見
続
け
る

と
、
収
縮
す
る
力
が
強
く
な
り
過
き

て
一
戻
ら
な
く
な
る
可
稗
が
あ
る
と

さ
れ
ま
す
。
特
に
目
の
能
が
成
長

段
階
に
あ
る
若
い
世
代
は
注
音
態

兇
は
離
丈
即
分
使
用
し
た
ら
W

分
程
度
遠
く
を
見
て
目
を
休
ま
せ
る

な
ど
の
予
防
が
極
め
て
大
切
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や

外
備
限
も
重
な
り
、
ま
す
ま
す
デ

ジ
タ
ル
端
末
へ
の
依
存
度
は
高
ま
り

ま
し
た
。
室
内
に
こ
も
っ
て
日
光
を

浴
ぴ
る
時
間
が
短
い
と
、
近
視
が
進

目
か
ら
鋤
他
籬
す
な
ど
予
防
を
チ
。

た
テ
ジ
タ
ノ
 
0
 
%
一
ι
但
ノ
"
 
i
ι
 
H

を
収
縮

神戸新聞社

スマートフォンやタブレット端末を使い
すぎると、斜視になったり、物が二重に見え
たりすることがあります。スマホ内斜視と
も言うそうですが、子どもに多いとか。小学
校などでもタプレット端末が導入されてい
ます。何に気を付けれは'しW、でしょうか。
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